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は
じ
め
に

　

戰
爭
の
不
義
を
指
摘
し
て
倫
理
的
に
戰
爭
を
否
定
す
る
『
墨
子
』

と
、
侵
寇
す
る
側
の
正
義
を
追
究
し
て
「
義
戰
」
を
主
張
す
る
『
孟

子
』
は
、
共
に
戰
い
に
善
惡
を
設
定
す
る（

一
）。

こ
れ
に
對
し
て
、
兵
家
を

代
表
す
る
『
孫
子
』
は
、戰
い
を
善
惡
に
よ
り
判
斷
し
な
い
。『
孫
子
』

は
、
戰
爭
の
基
本
的
性
格
を
「
詭
衟
」
と
捉
え
、『
老
子
』
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
、
戰
わ
な
い
で
勝
つ
こ
と
を
理
想
と
し
、
戰
爭
を
呪
術
か

ら
解
放
し
て
、
勝
敗
を
廟
算
に
よ
り
豫
測
で
き
る
よ
う
合
理
的
な
基
準

を
多
く
定
め
た（

二
）。『

孫
子
』
と
共
に
兵
家
と
さ
れ
る
『
吳
子
』
は
、『
孫

子
』
を
繼
承
し
て
そ
の
兵
法
を
具
體
的
に
展
開
し
、
新
た
な
戰
術
や
兵

器
に
對
應
す
る
一
方
で
、『
孟
子
』
を
中
心
と
し
た
儒
家
の
影
響
下
で

戰
爭
の
正
統
化
を
試
み
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、『
孫
臏
兵
法
』
は
、「
守

ら
ず
に
攻
め
る
」
と
い
う
戰
爭
の
新
た
な
原
則
を
打
ち
出
す
一
方
で
、

儒
家
と
は
異
な
る
、
戰
爭
に
よ
り
天
下
を
支
配
で
き
る
と
い
う
、
兵
家

と
し
て
獨
自
の
正
統
性
理
論
を
持
っ
て
い
た（

三
）。
こ
の
よ
う
に
兵
家
は
、

自
ら
の
理
論
の
ほ
か
、『
老
子
』
な
ど
衟
家
や
『
孟
子
』
な
ど
儒
家
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
自
ら
の
思
想
を
展
開
し
た
。

　

戰
國
末
か
ら
漢
初
の
儒
家
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
『
荀
子
』
は
、
金

谷
治
に
よ
れ
ば（

四
）、
①
修
身
派
・
②
治
國
派
・
③
理
論
派
な
ど
の
後
學
が

比
較
的
純
粹
な
荀
卿
の
思
想
を
傳
え
た
三
類
と
、
荀
卿
そ
の
人
に
直
接

の
關
わ
り
を
持
た
な
い
④
雜
著
の
四
つ
の
部
分
に
大
別
で
き
る
、
と
い

う
。
戰
い
を
論
じ
た
議
兵
篇
は
、
李
斯
・
韓
非
と
の
關
わ
り
を
持
つ
と

い
う
②
治
國
派
に
分
類
さ
れ
る
。『
荀
子
』
は
、
自
己
の
政
治
思
想
の
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中
に
、
戰
い
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
方
、『
淮
南
子
』
は
、
建
元
二
（
前
一
三
九
）
年
に
、
十
八
歲
の
武

帝
に
四
十
歲
の
淮
南
王
の
劉
安
が
、
衟
家
思
想
を
中
心
に
諸
思
想
の
調

和
と
統
一
を
求
め
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る（

五
）。『

漢
書
』
藝
文
志
は
「
雜

家
」
に
列
す
る
も
の
の
、
衟
家
思
想
を
中
核
に
置
く
『
淮
南
子
』
は
、

兵
略
訓
で
ど
の
よ
う
な
軍
事
思
想
を
展
開
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、『
荀
子
』
議
兵
篇
と
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
に
見
え
る
軍
事

思
想
の
特
徵
を
檢
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、『
孫
子
』
へ
の
反
論

　
『
荀
子
』
議
兵
篇
は
、
廉
頗
に
代
え
て
趙
括
を
拔
擢
し
た
た
め
長
平

の
戰
い
で
秦
の
白
起
に
大
敗
し
た
趙
の
孝
成
王
（
在
位
、
前
二
六
五
～
前

二
四
五
年
）
の
御
前
で
、
楚
將
で
あ
る
臨
武
君
が
語
る
『
孫
子
』
の
兵

法
に
對
し
て
、
孫
卿
子
（
荀
子
）
が
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。

臨
武
君
と
孫
卿
子
、
兵
を
趙
の
孝
成
王
の
前
に
議
す
。
王
曰
く
、

「
請
ふ
ら
く
は
兵
の
要
を
問
ふ
」
と
。
臨
武
君 

對
へ
て
曰
く
、

「
①
上
は
天
の
時
を
得
、
下
は
地
の
利
を
得
、
敵
の
變
動
を
觀
て
、

②
之
に
後お

く

れ
て
發
し
、
之
に
先
ん
じ
て
至
る
、
此
れ
用
兵
の
要
術

な
り
」
と
。
孫
卿
子
曰
く
、「
然
ら
ず
。
臣
の
聞
く
所
の
古
の
衟

は
、
凡
そ
③
用
兵
・
攻
戰
の
本
は
、
民
を
壹い

つ

に
す
る
に
在
り
。
弓

矢
の
調
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
羿
も
以
て
微
に
中
つ
る
能
は
ず
。
六
馬 

和
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
造
父
も
以
て
遠
き
を
致
す
能
は
ず
。
④
士
民 

　

附
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
湯
・
武
も
以
て
必
ず
勝
つ
能
は
ざ
る
な

り
。
故
に
善
く
民
を
附
す
る
者
は
、
是
れ
乃
ち
善
く
用
兵
す
る
者

な
り
。
故
に
⑤
兵
の
要
は
善
く
民
を
附
す
る
に
在
る
の
み
」
と（

六
）。

　
『
荀
子
』
議
兵
篇
は
、
臨
武
君
の
言
葉
と
し
て
、「
天
を
知
り
地
を
知

れ
ば
、
勝
ち
乃
ち
全
く
す
可
し
（
知
天
知
地
、
勝
乃
可
全
）」
と
い
う
『
孫

子
』
地
形
篇
に
基
づ
く
①
「
上
は
天
の
時
を
得
、
下
は
地
の
利
を
得
」

る
と
い
う
こ
と
と
、
②
「
人
に
後
れ
て
發
し
て
、
人
に
先
ん
じ
て
至
る

（
後
人
發
、
先
人
至
）」
と
い
う
『
孫
子
』
軍
爭
篇
の
言
葉
を
「
用
兵
の
要

術
」
で
あ
る
、
と
す
る
。
臨
武
君
は
、『
荀
子
』
の
軍
事
思
想
を
引
き

出
す
た
め
の
舞
臺
廻
し
の
役
割
を
果
た
す
。

　

こ
れ
に
反
論
す
る
形
で
、
孫
卿
子
は
、
③
「
用
兵
・
攻
戰
」
の
根
本

は
、「
民
を
壹
」
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う（

七
）。
弓
矢
が
調
整
さ
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
羿
は
精
密
に
射
る
こ
と
が
で
き
、
天
子
の
六
頭
立
て

の
馬
車
が
調
和
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
名
御
者
の
造
父
は
遠
方
に
行
き

着
く
こ
と
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
、
④
士
や
民
が
「

附
」
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
殷
の
湯
王
・
週
の
武
王
は
勝
利
を
收
め
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
⑤
用
兵
の
根
本
は
、「
民
を
附
す
」
こ
と
に
あ
る
、
と
自
ら
の
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主
張
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
『
荀
子
』
の
主
張
は
、
儒
家
の
傳
統
的
な
戰
い
の
思
想
で

あ
る
。
た
と
え
ば
『
論
語
』
顏
淵
篇
に
は
、
兵
と
⻝
と
民
の
信
と
の
い

ず
れ
を
優
先
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

子
貢 

政
を
問
ふ
。
子
曰
く
、「
⻝
を
足
し
、
兵
を
足
し
、
民
を
し

て
之
に
信
あ
ら
し
む
」
と
。
子
貢
曰
く
、「
必
ず
已や

む
を
得
ず
し

て
去
ら
ば
、
斯
の
三
者
に
於
て
何い

づ

れ
を
先
に
せ
ん
」
と
。
曰
く
、

「
兵
を
去
ら
ん
」
と
。
曰
く
、「
必
ず
已
む
を
得
ず
し
て
去
ら
ば
、

斯
の
二
者
に
於
て
何
れ
を
先
に
せ
ん
」
と
。
曰
く
、「
⻝
を
去
ら

ん
。
古
よ
り
皆 

死
有
る
も
、
民 

信
あ
ら
ず
ん
ば
立
た
ず
」
と（

八
）。

　
『
論
語
』
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
「
兵
」
よ
り
も
、
そ
し
て
「
⻝
」
よ

り
も
、「
民
」
に
「
信
」
を
持
た
せ
る
こ
と
こ
そ
、
政
治
に
お
い
て
失

っ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
戰
い
よ
り
も
、「
人
」

の
「
信
」
を
尊
重
す
る
儒
家
の
傳
統
に
基
づ
き
、『
荀
子
』
は
、
天
の

時
と
地
の
利
を
得
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
『
孫
子
』
の
兵
法
を
批
判
す

る
。
こ
れ
は
『
孟
子
』
と
同
じ
で
あ
る（

九
）。

　

そ
の
う
え
で
、『
荀
子
』
議
兵
篇
は
、「
民
を
壹
」
に
す
る
こ
と
を
重

要
と
す
る
孫
卿
子
の
主
張
を
批
判
す
る
臨
武
君
の
言
葉
を
媒
介
と
し

て
、『
孫
子
』
へ
の
批
判
を
次
の
よ
う
に
續
け
て
い
く
。

臨
武
君
曰
く
、「
然
ら
ず
。
兵
の
貴
ぶ
所
の
者
は
①
埶
利
な
り
。
行

ふ
所
の
者
は
②
變
詐
な
り
。
善
く
用
兵
す
る
者
は
、
感
忽
悠
闇
に

し
て
、
其
の
從
り
て
出
づ
る
所
を
知
る
こ
と
莫
し
。
孫
・
吳
も
之

を
用
ひ
、
天
下
に
敵
無
し
。
豈
に
必
ず
し
も
民
を
附
す
る
を
待
た

ん
や
」
と
。
孫
卿
子
曰
く
、「
然
ら
ず
。
臣
の
衟い

ふ
所
は
、
③
仁
者

の
兵
に
し
て
、
王
者
の
志
な
り
。
君
の
貴
ぶ
所
は
、
權
謀
・
埶
利

な
り
。
行
ふ
所
は
、
攻
奪
・
變
詐
な
り
。
諸
侯
の
事
な
り
。
④
仁

人
の
兵
は
、
詐い

つ
は

る
可
か
ら
ざ
る
な
り

（
一
〇
）。

　
『
荀
子
』
議
兵
篇
は
、
臨
武
君
の
言
葉
と
し
て
、
用
兵
で
尊
重
す
べ

き
は
、「
勢
」
に
乘
じ
て
利
益
を
得
る
①
「
埶
利
」
で
あ
り
、
行
う
べ

き
は
、
敵
を
騙
し
て
種
々
變
化
す
る
計
略
を
立
て
る
②
「
變
詐
」
で
あ

る
と
い
う
。
①
「
勢
」
に
つ
い
て
、『
孫
子
』
は
、
兵
勢
篇
を
設
け
る

ほ
ど
に
重
視
し
て
、
善
く
戰
う
者
は
、
戰
い
を
勢
に
求
め
、
人
に
求
め

な
い
と
述
べ
て
い
る
。
②
「
詐
」
に
つ
い
て
は
、「
兵
」
を
「
詭
衟
」

（
始
計
篇
）
と
捉
え
る
『
孫
子
』
の
戰
い
に
關
す
る
最
も
基
本
的
な
立

場
か
ら
、
兵
は
詐
術
に
よ
り
成
り
立
つ
と
し
て
い
る
（
軍
爭
篇
）。
し

か
し
、
孫
卿
子
は
、
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
の
は
、
諸
侯
の
兵
に
過
ぎ
な

い
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
③
「
王
者
の
志
」
を
體
現
す
る
「
仁
者
の

兵
」（
以
下
、
王
者
の
兵
と
略
稱
）
は
、
④
「
詐い

つ
は

る
」
こ
と
は
な
い
と
い

う（
一
一
）。

　
『
孫
子
』
の
軍
事
思
想
の
第
一
の
特
徵
で
あ
る
、戰
爭
の
本
質
を
「
詭
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衟
」（
騙
し
あ
い
）
と
捉
え
る
こ
と
は
、
戰
い
を
善
惡
に
よ
り
判
斷
す
る

こ
と
か
ら
解
放
す
る
と
共
に
、
戰
い
の
目
的
を
突
き
詰
め
ら
れ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
要
因
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
戰
い
が
「
詭
衟
」
だ
け
で

は
、
戰
意
・
士
氣
の
向
上
や
國
內
世
論
の
統
一
、
あ
る
い
は
諸
外
國
の

援
助
を
得
る
こ
と
な
ど
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
章
で
も
兵

家
と
し
て
「
孫
・
吳
」
と
竝
稱
さ
れ
て
い
る
『
吳
子
』
は
、
な
ぜ
戰
う

の
か
と
い
う
正
統
性
を
追
求
し
た
。
そ
う
し
た
『
吳
子
』
の
主
張
に

『
孟
子
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、『
荀
子
』
は
、
④
「
詐い

つ
は

る
」

こ
と
の
な
い
王
者
の
兵
を
對
峙
す
る
の
で
あ
る
。
王
者
の
兵
の
具
體
像

は
、
二
で
詳
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
『
孫
子
』
へ
の
批
判
を

さ
ら
に
揭
げ
よ
う
。

　
『
孫
子
』
は
、
現
行
の
十
三
篇
が
用
閒
篇
を
末
尾
に
置
く
よ
う
に
、

敵
軍
の
情
報
を
入
手
す
る
「
閒
」
を
き
わ
め
て
重
視
す
る
。
こ
れ
に
對

し
て
、『
荀
子
』
は
、
王
者
の
兵
に
は
「
閒
」
が
不
要
で
あ
る
こ
と
を

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

且
つ
仁
人
の
十
里
の
國
を
用を

さ

む
れ
ば
、
則
ち
將ほ

と
ん

ど
百
里
の
①
聽
有

り
。
百
里
の
國
を
用
む
れ
ば
、
則
ち
將
ど
千
里
の
聽
有
り
。
千
里

の
國
を
用
む
れ
ば
、
則
ち
將
ど
四
海
の
聽
有
り
。
必か

な
ら將
ず
聰
明
に

し
て
警
戒
、
②
和
傅
す
る
こ
と
一
の
而ご

と

し
。
故
に
仁
人
の
兵
は
、

聚
ま
れ
ば
則
ち
卒
と
成
り
、
散
ず
れ
ば
則
ち
列
を
成
す
。
延
な
れ

ば
則
ち
莫
邪
の
長
刄
の
若
く
、
之
を
嬰ふ

る
る
者
は
斷
つ
。
兌
な
れ

ば
則
ち
莫
邪
の
利
鋒
の
若
く
、
之
に
當
た
る
者
は
潰
ゆ
。
…
…
③

詩
に
曰
く
、「
武
王 

發は
た

を
載た

て
、
有ま

た
虔つ

つ
し

み
て
鉞
を
秉
る
。
火

の
烈
烈
た
る
が
如
く
、
則
ち
我
を
敢
て
遏と

ど

む
る
莫
し
」
と
。
此
れ

之
の
謂
な
り

（
一
二
）。

　

①
「
聽
」
に
つ
い
て
、
唐
の
楊
倞
の
註
に
、「
聽
は
、
犹
ほ
耳
目
の

ご
と
き
な
り
。
遠
人
の
自
づ
か
ら
耳
目
と
爲
る
を
言
ふ
。
或
い
は
曰

ふ
、「
閒
諜
を
謂
ふ
」
と
（
聽
、
犹
耳
目
也
。
言
遠
人
自
爲
耳
目
。
或
曰
、

謂
閒
諜
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
王
者
の
兵
は
、
週
邊
の
民
が
王
者
の
耳

目
、
す
な
わ
ち
閒
諜
と
な
る
た
め
に
、『
孫
子
』
が
極
め
て
重
視
す
る

「
閒
」
を
用
い
る
必
要
が
な
い
。
そ
し
て
、
②
和
合
し
て
一
體
と
な
っ

た
王
者
の
兵
は
、
集
合
し
て
部
隊
と
な
り
、
散
會
し
て
行
列
と
な
っ

て
、
莫
邪
の
長
刀
の
よ
う
に
敵
を
打
ち
破
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
王
者

の
兵
は
、
③
『
詩
經
』
商
頌 

長
發
に
歌
わ
れ
る
、
週
の
武
王
の
軍
隊

が
殷
を
倒
し
た
よ
う
な
勝
利
を
收
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
荀
子
』
議
兵
篇
は
、
冒
頭
か
ら
『
孫
子
』
の
兵
法
を

否
定
す
る
こ
と
で
、
自
ら
が
主
張
す
る
王
者
の
兵
の
優
越
性
を
表
現
す

る（
一
三
）。
そ
れ
で
は
、
王
者
の
兵
は
、
ど
の
よ
う
に
勝
利
を
收
め
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
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二
、
王
者
の
兵

　
『
荀
子
』
議
兵
篇
は
、
王
者
の
兵
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

孝
成
王
・
臨
武
君
曰
く
、「
善
し
。
請
ひ
問
ふ
に
、
王
者
の
兵
、

何い
か

な
る
衟
・
何
な
る
行
を
設も

ち

ひ
て
可
な
る
か
」
と
。
孫
卿
子
曰

く
、「
凡
そ
大
王
に
在
り
て
は
、
①
將
率
は
末
事
な
り
。
臣 

請
ふ

に
、
遂
に
王
者
・
諸
侯
の
彊
弱
・
存
亡
の
效
、
安
危
の
埶
を
衟い

は

ん
。
君 

賢
な
る
者
は
其
の
國 
治
ま
り
、
君 

不
能
な
る
者
は
其
の

國 

亂
る
。
②
禮
を
隆た

ふ
と

び
義
を
貴
ぶ
者
は
其
の
國 

治
ま
り
、
禮
を

り
義
を
賤
し
む
者
は
其
の
國 

亂
る
。
治
ま
る
者
は
强
く
、
亂

る
る
者
は
弱
し
。
是
れ
强
弱
の
本
な
り
。
③
上 
卬あ

お

ぐ
に
足
れ
ば
則

ち
下 

用
ふ
可
く
、
上 

卬
が
れ
ざ
れ
ば
則
ち
下 
用
ふ
可
か
ら
ざ
る

な
り
。
下
用
ふ
可
く
ん
ば
則
ち
强
く
、
下 

用
ふ
可
か
ら
ざ
れ
ば

則
弱
し
。
是
れ
强
弱
の
常
な
り
。
…
…
」
と

（
一
四
）。

　

王
者
の
兵
に
お
い
て
は
、『
孫
子
』
が
尊
重
す
る
①
軍
隊
を
率
い
て

戰
爭
す
る
指
揮
者
の
技
術
な
ど
は
末
事
と
な
る
。
王
者
の
兵
は
、
國
家

が
治
ま
る
こ
と
に
よ
り
實
現
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
王
者
は
②
「
禮
」

と
「
義
」
を
尊
重
し
、
③
民
か
ら
「
卬あ

お

」
が
れ
る
に
足
る
存
在
に
な
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

（
一
五
）。

　

戰
爭
を
論
ず
る
議
論
と
し
て
は
、
兵
家
に
比
べ
て
具
體
性
を
缺
く

が
、そ
こ
に
こ
そ
『
荀
子
』
の
主
張
の
中
核
が
あ
る
。『
荀
子
』
に
は
、

具
體
的
な
兵
の
動
か
し
方
な
ど
は
瑣
末
な
問
題
で
あ
る
。
國
家
が
禮
に

よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
る
か
否
か
に
こ
そ
、
兵
の
强
さ
の
根
本
が
あ

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
の
證
明
と
し
て
、『
荀
子
』
は
、
戰
國
の
齊
・
魏
・
秦
、
春
秋
の

齊
桓
・
晉
文
、
殷
・
週
の
湯
・
武
を
次
の
よ
う
に
比
較
し
て
い
る
。

故
に
①
齊
の
技
擊
は
、
以
て
魏
氏
の
武
卒
に
遇
ふ
可
か
ら
ず
。
魏

氏
の
武
卒
は
、
以
て
秦
の
銳
士
に
遇
ふ
可
か
ら
ず
。
②
秦
の
銳
士

は
、
以
て
桓
・
文
の
節
制
に
當
た
る
可
か
ら
ず
。
③
桓
・
文
の
節

制
は
、
以
て
湯
・
武
の
仁
義
に
敵
す
可
か
ら
ず
。
…
…
故
に
王
者

の
兵
は
試
み
ら
れ
ず
。
湯
・
武
の
桀
・
紂
を
誅
す
る
や
、
拱
挹
指

麾
と
し
て
、
彊
暴
の
國
も
趨
使
せ
ざ
る
は
莫
く
、
桀
・
紂
を
誅
す

る
は
獨
夫
を
誅
す
る
が
若
し
。
故
に
④
泰
誓
に
曰
く
、「
獨
夫
の

紂
」
と
。
此
れ
之
の
謂
な
り

（
一
六
）。

　

①
齊
の
腕
力
で
敵
を
倒
す
技
術
を
持
つ
「
技
擊
」
よ
り
も
、
魏
の
選

拔
し
た
武
勈
の
兵
士
で
あ
る
「
武
卒
」
が
强
く
、
そ
れ
よ
り
も
秦
の
武

功
に
よ
り
爵
位
を
も
ら
う
「
銳
士
」
の
方
が
强
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
あ

る
程
度
は
歷
史
の
事
實
に
則
し
て
い
る
。
そ
の
武
力
に
よ
り
中
國
を
統

一
し
た
②
秦
の
「
銳
士
」
で
あ
っ
て
も
、
齊
の
桓
公
・
晉
の
文
公
に
は

勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
齊
桓
・
晉
文
に
は
「
節
」
が
あ
る

あ
な
ど
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か
ら
勝
て
な
い
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
、
③
齊

の
桓
公
・
晉
の
文
公
も
、
殷
の
湯
王
・
週
の
武
王
の
「
仁
義
」
の
軍
隊

に
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
も
思
想
で
あ
る
。

　

自
ら
の
主
張
を
正
統
化
す
る
た
め
に
『
荀
子
』
は
、
④
『
尙
書
』
泰

誓
篇
を
論
據
に
用
い
る
。「
獨
夫
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
行
の
僞
古
文

『
尙
書
』
泰
誓
篇
下
に
も
、「
獨
夫
の
受
、
洪こ惟
れ
威
を
作
せ
ば
、
乃
ち

汝
の
世
讎
な
り
（
獨
夫
受
、
洪
惟
作
威
、
乃
汝
世
讎
）」
と
あ
り
、
惡
政
を

重
ね
て
「
獨
夫
」（
一
人
）
に
な
っ
た
受
（
紂
王
）
は
末
代
ま
で
の
仇
敵

で
あ
る
、
と
い
う
週
の
武
王
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
孟

子
』
も
、「
獨
夫
」
を
「
一
夫
」
と
言
い
換
え
、
週
の
武
王
は
「
一
夫
」

の
紂
を
誅
殺
し
た
の
で
あ
り
、
君
主
を
弑
殺
し
た
譯
で
は
な
い
、
と
主

張
し
て
い
る

（
一
七
）。

こ
の
よ
う
に
『
荀
子
』
は
、『
孟
子
』
の
議
論
を
繼
承

し
な
が
ら
も
、王
者
は
無
敵
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
『
荀
子
』
は
、『
孟
子
』
の
軍
事
思
想
の
す
べ
て
に
從
う

こ
と
は
な
い
。『
孟
子
』
が
王
者
の
戰
い
を
「
義
戰
」
と
し
、「
征
戰
」

と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
對
し
て
、『
荀
子
』
は
、
王
者
の
戰
い
は
「
誅
」

で
あ
る
と
い
う
。

凡
そ
誅
は
、
其
の
百
姓
を
誅
す
る
に
非
ず
、
①
其
の
百
姓
を
亂
す

者
を
誅
す
る
な
り
。
…
…
故
に
②
近
き
者
は
歌
謳
し
て
之
を
樂
し

み
、
遠
き
者
は
竭
蹙
し
て
之
に
趨
き
、
幽
閒
辟
陋
の
國
と
無い

へ
ど

も
、

趨
使
し
て
之
を
安
樂
せ
ざ
る
こ
と
莫
く
、
四
海
の
內 

一
家
の
若

く
、
通
逹
の
屬
は
從
服
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。
夫
れ
是
を
之
れ
人
の

師
と
謂
ふ
。
③
詩
に
曰
く
、「
西
よ
り
し
東
よ
り
し
、
南
よ
り
し

北
よ
り
し
て
、
思
ひ
て
服
さ
ざ
る
は
無
し
」
と
。
此
れ
之
の
謂
な

り（
一
八
）。

　
『
荀
子
』
に
よ
れ
ば
、
王
者
の
「
誅
」
は
、
①
人
々
を
惑
い
亂
す
者

だ
け
を
誅
殺
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
②
近
い
者
は
（
週
の
武
王
の
）
德

を
謳
歌
し
、
遠
い
者
は
走
り
集
ま
り
、
邊
境
の
國
々
の
人
ま
で
使
い
走

り
を
し
て
、
天
下
が
一
家
と
な
っ
て
、
す
べ
て
服
從
す
る
と
い
う
。
そ

の
論
據
は
、
③
『
詩
經
』
大
雅 

文
王
有
聲
に
あ
る
東
西
南
北
よ
り
人
々

が
歸
服
し
た
こ
と
を
襃
め
る
詩
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

人
々
が
王
者
の
兵
を
慕
い
、
天
下
の
人
が
そ
れ
に
歸
服
す
る
の
は
、

王
者
の
兵
が
「
禮
」
に
基
づ
く
た
め
で
あ
る
。

①
禮
な
る
者
は
、
治
辨
の
極
な
り
、
强
固
の
本
な
り
、
威
行
の
衟

な
り
、
功
名
の
總
な
り
。
王
公 

之
に
由
り
天
下
を
得
る
所
以
な

り
。
由
ら
ざ
れ
ば
社
稷
を
隕
す
所
以
な
り
。
②
故
に
堅
甲
・
利
兵

も
以
て
勝
を
爲
す
に
足
ら
ず
、
高
城
・
深
池
も
以
て
固
と
爲
す
に

足
ら
ず
、
嚴
令
・
繁
刑
も
以
て
威
と
爲
す
に
足
ら
ず
。
其
の
衟
に

由
れ
ば
則
ち
行
は
れ
、
其
の
衟
に
由
ら
ざ
れ
ば
則
ち
廢
せ
ら
る
。

…
…
古
の
兵
、
戈
矛
・
弓
矢
の
み
。
然
れ
ど
も
敵
國
は
試
み
る
こ
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と
を
待
た
ず
し
て
詘く

つ

す
。
城
郭 

辨を
さ

め
ず
、
溝
池 

抇ほ

ら
ず
、
固
塞

も
樹そ

な

へ
ず
、
⺇
變
も
張
ら
ず
。
然
れ
ど
も
國 

晏
然
と
し
て
外
を

畏
れ
ず
し
て
固
き
者
は
、
它
の
故
無
し
。
③
衟
を
明
ら
か
に
し
て

之
を
鈞
分
し
、
時
に
使
ひ
て
誠
に
之
を
愛
し
、
下
の
上
に
和
す
る

こ
と
影
響
の
如
き
な
り

（
一
九
）。

　

王
者
は
、
②
「
堅
甲
・
利
兵
」
も
「
高
城
・
深
池
」
も
「
嚴
令
・
繁

刑
」
も
不
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
根
本
で
あ
る
①
「
禮
」
と

い
う
③
「
衟
」
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
規
範
に
從
わ
せ
れ
ば
、「
下
」

（
民
）
が
「
上
」（
王
者
）
に

和
す
る
の
は
、
影
が
形
に
從
い
響
き
が

聲
に
應
じ
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　
『
荀
子
』
議
兵
篇
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
王
者
の
兵
に
お
い
て
、

最
も
重
要
な
こ
と
は
「
禮
」
で
あ
り
、『
孫
子
』
が
詳
細
に
說
く
よ
う

な
②
「
堅
甲
・
利
兵
」
も
「
高
城
・
深
池
」
も
「
嚴
令
・
繁
刑
」
も
不

要
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
議
兵
篇
の
中
に
は
、
具
體
的
に
、
將
に
は
、「
六
術
」

「
五
權
」「
三
至
」「
五
無
壙
」
が
必
要
と
論
ず
る
部
分
も
あ
る
。
な
か

で
も
「
三
至
」
に
述
べ
ら
れ
る
將
と
し
て
君
命
に
從
わ
な
い
く
と
も
良

い
場
合
を
制
限
す
る
主
張
は
、『
孫
子
』
九
變
篇
の
「
君
命
に
も
受
け

ざ
る
所
有
り
（
君
命
有
所
不
受
）」
と
い
う
思
想
に
對
し
て
、
君
主
の
權

力
を
强
化
し
よ
う
と
い
う
特
徵
を
持
つ
。
こ
こ
に
は
、
兵
法
と
し
て
の

獨
自
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
勘
案
し
て
も
、
儒
家
の
『
孟
子
』
の
義
戰
、
儒
家

の
影
響
を
受
け
た
兵
家
の
『
吳
子
』
に
比
べ
て
、
兵
法
に
具
體
性
が
失

わ
れ
、
理
念
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
う
し
た
理
念
化

は
、『
淮
南
子
』
兵
略
訓
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
王
者
の
兵
の
繼
承

　
『
漢
書
』
藝
文
志
で
は
「
雜
家
」
に
列
せ
ら
れ
る
『
淮
南
子
』
は
、

衟
家
思
想
を
中
核
に
置
き
な
が
ら
も
、
儒
家
の
思
想
を
麭
含
し
よ
う
と

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
兵
略
訓
で
展
開
さ
れ
る
軍
事
思
想
の
中
に
は
、

儒
家
の
主
張
す
る
「
王
者
の
兵
」
を
次
の
よ
う
に
繼
承
し
て
い
る
部
分

が
あ
る
。

兵
の
由
來
す
る
所
の
者
は
遠
し
。
黃
帝
は
嘗
て
炎
帝
と
戰
ひ
、
顓

頊
は
嘗
て
共
工
と
爭
ふ
。
故
に
黃
帝
は
涿
鹿
の
野
に
戰
ひ
、
堯
は

丹
水
の
浦
に
戰
ひ
、
舜
は
有
苗
を
伐
ち
、
啓
は
有
扈
を
攻
む
。
①

五
帝
よ
り
し
て
偃ふ

ふ
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
、
又 

况
ん
や
衰
世

を
や
。
夫
れ
②
兵
な
る
者
は
、
暴
を
禁
じ
亂
を
討
つ
所
以
な
り
。

炎
帝 

火
災
を
爲
す
、
故
に
黃
帝 

之
を
禽と

ら
ふ
。
共
工 

水
害
を
爲

す
、
故
に
顓
頊 

之
を
誅
す
。
之
を
敎
ふ
る
に
衟
を
以
て
し
、
之

を
導
く
に
德
を
以
て
す
れ
ど
も
聽
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
に
臨
む
に
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威
武
を
以
て
す
。
之
に
臨
む
に
威
武
も
て
從
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
之

を
制
す
る
に
兵
革
を
以
て
す
。
故
に
③
圣
人
の
兵
を
用
ふ
る
や
、

髮
を
櫛

く
し
け
づ

り
苗
を
耨く

さ
ぎ

る
が
若
く
、
去
る
所
の
者
少
な
く
し
て
、

利
す
る
所
の
者
多
し

（
二
〇
）。

　
『
淮
南
子
』
は
、
黃
帝
・
顓
頊
・
堯
・
舜
・
啓
（
禹
の
子
）
が
戰
っ
た

事
例
を
擧
げ
な
が
ら
、
①
五
帝
で
あ
っ
て
も
戰
爭
を
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
、『
墨
子
』
の
非
攻
說
な
ど
戰
爭
否
定
論
の

非
現
實
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
②
兵
と
い
う
も
の
は
、
暴
動
を
抑

止
し
、
亂
賊
を
討
伐
す
る
も
の
で
あ
る
と
定
義
を
し
て
、
そ
れ
ゆ
え

に
、
③
圣
人
の
兵
は
、
除
去
す
る
も
の
が
少
な
く
、
利
益
を
も
た
ら
す

こ
と
が
大
き
い
と
主
張
す
る
。

　

こ
れ
は
、『
荀
子
』
議
政
篇
が
、
王
者
の
「
誅
」
に
つ
い
て
、
人
々

を
惑
わ
せ
亂
す
者
を
誅
殺
す
る
だ
け
で
あ
る
と
定
義
し
て
、
王
者
の
兵

に
よ
り
天
下
が
一
家
と
な
っ
て
服
從
す
る
と
い
う
考
え
方
と
同
質
で
あ

る
。『
荀
子
』
と
の
同
質
性
は
、
圣
人
よ
り
下
っ
た
「
灞
王
」
の
時
代

の
兵
を
論
ず
る
次
の
記
述
に
も
見
る
こ
と
か
で
き
る
。

故
に
①
灞
王
の
兵
は
、
論
を
以
て
之
を
慮
り
、
策
を
以
て
之
を
圖

り
、
義
を
以
て
之
を
扶た

す

く
。
以
て
存
を
亡ほ

ろ

ぼ
す
に
非
ざ
る
な
り
、

將
に
以
て
亡
を
存
せ
ん
と
す
る
な
り
。
故
に
敵
國
の
君
、
虐
を
民

に
加
す
る
者
有
る
を
聞
け
ば
、
則
ち
兵
を
擧
げ
て
其
の
境
に
臨

み
、
之
を
責
む
る
に
不
義
を
以
て
し
、
之
を
刺そ

し

る
に
過
行
を
以
て

す
。
…
…
國
に
剋
つ
も
其
の
民
に
乁
ぼ
さ
ず
、
其
の
君
を
廢
し
て

其
の
政
を
易
ふ
。
其
の
秀
士
を
尊
び
て
其
の
賢
良
を
顯
は
し
、
其

の
孤
寡
を
振す

く

ひ
、
其
の
貧
窮
を
恤あ

は
れ

み
、
其
の
囹
圄
を
出
だ
し
、

其
の
有
功
を
賞
す
。
②
百
姓 

門
を
開
き
て
之
を
待
ち
、
米
を
淅ひ

た

し

て
之
を
儲た

く
は

へ
、
唯
だ
其
の
來
た
ら
ざ
る
を
恐
る
る
な
り
。
此
れ

湯
・
武
の
王
を
致
せ
る
所
以
に
し
て
、
齊
・
桓
の
灞
を
成
す
所
以

な
り
。
故
に
君 

無
衟
を
爲
せ
ば
、
民
の
兵
を
思
ふ
や
、
旱
に
し

て
雨
を
望
み
、
渴
し
て
飮
を
求
む
る
が
若
し
。
夫
れ
誰
有
り
て
與

に
兵
を
交
へ
刄
を
接
せ
ん
や
。
故
に
③
義
兵
の
至
る
や
、
戰
は
ず

し
て
止
む
る
に
至
る

（
二
一
）。

　
『
淮
南
子
』
は
、
五
帝
よ
り
下
り
、
殷
の
湯
王
・
週
の
武
王
、
齊
の

桓
公
・
晉
の
文
公
の
時
代
に
な
る
と
、
①
「
灞
王
の
兵
」
は
、「
義
」

に
立
脚
し
て
、
滅
び
そ
う
な
國
を
存
續
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
。
②
人
々

は
灞
王
の
義
兵
を
門
を
開
い
て
待
ち
、
來
な
い
こ
と
だ
け
を
恐
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
灞
王
の
義
兵
が
至
る
と
戰
わ
な
い
で
戰
爭
が
終
わ
る
、

と
す
る
の
で
あ
る

（
二
二
）。

　
『
淮
南
子
』
は
、
五
帝
な
ど
の
「
圣
人
の
兵
」
と
殷
の
湯
王
・
週
の

武
王
、
齊
の
桓
公
・
晉
の
文
公
の
「
王
灞
の
兵
」
を
分
け
て
い
る
。
た

だ
、
文
脉
の
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
戰
爭
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
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「
圣
人
の
兵
」
に
對
し
て
、「
王
灞
の
義
兵
」
が
進
ん
で
來
る
と
、
戰
わ

ず
に
戰
爭
が
終
わ
る
と
い
う
。
こ
れ
で
は
、「
王
灞
の
義
兵
」
の
方
が

「
圣
人
の
兵
」
よ
り
、
よ
り
敎
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま

た
、『
淮
南
子
』
は
、「
王
者
」
と
「
灞
者
」
と
を
同
一
に
扱
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
王
者
と
灞
者
を
明
確
に
分
け
る
『
荀
子
』
な
ど
の
儒
家
の

王
灞
論
と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
齟
齬
が
あ
り
な
が
ら
も
、『
淮
南

子
』
は
儒
家
の
軍
事
思
想
を
吸
收
し
、
そ
の
主
張
を
自
說
に
取
り
入
れ

て
い
る
。

　

そ
れ
は
、「
兵
の
勝
敗
」
を
「
治
政
」
に
求
め
る
次
の
文
章
に
も
明

ら
か
で
あ
る
。

①
兵
の
勝
敗
は
、
本 

政
に
在
り
。
政 

其
の
民
に
勝
ち
、
下 

其
の

上
に
附
け
ば
、
則
ち
兵 

强
し
。
民 

其
の
政
に
勝
ち
、
下 

其
の
上

に
畔そ

む

け
ば
、
則
ち
兵 

弱
し
。
故
に
德
義
は
以
て
天
下
の
民
を
懷

く
る
に
足
り
、
事
業
は
以
て
天
下
の
急
に
當
た
る
に
足
り
、
選
擧

は
以
て
賢
士
の
心
を
得
る
に
足
り
、
謀
慮
は
以
て
强
弱
の
勢
を
知

る
に
足
る
。
此
れ
必
勝
の
本
な
り
。
…
…
湯
の
地 

方
七
十
里
に

し
て
王
た
る
者
は
、
德
を
修
む
れ
ば
な
り
。
智
伯 

千
里
の
地
を

有
し
て
亡
び
し
者
は
、
武
を
窮
む
れ
ば
な
り
。
故
に
②
千
乘
の
國

も
、
文
德
を
行
ふ
者
は
王
た
り
。
萬
乘
の
國
も
、
用
兵
を
好
む
者

は
亡
ぶ
。
故
に
③
全
兵
は
先
づ
勝
ち
て
後
に
戰
ひ
、
敗
兵
は
先
づ

戰
ひ
て
後
に
勝
を
求
む

（
二
三
）。

　
『
淮
南
子
』
は
、
①
戰
い
の
勝
敗
は
根
本
的
に
は
治
政
の
善
し
惡
し

に
あ
る
と
い
う
。
治
政
が
民
を
心
服
さ
せ
、
民
が
君
主
に
付
き
從
え

ば
、
そ
の
兵
は
强
力
と
な
る
。
こ
の
主
張
は
、
治
政
の
中
心
に
「
禮
」

を
置
け
ば
、
そ
の
ま
ま
『
荀
子
』
の
主
張
と
な
る
。
ま
た
『
淮
南
子
』

は
、
②
「
文
德
」
を
行
う
國
が
王
に
な
る
こ
と
も
說
き
、
儒
家
の
主
張

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
續
く
③
「
先
づ
勝
ち
て
後
に
戰
ひ
、
敗
兵
は
先
づ
戰
ひ
て

後
に
勝
を
求
む
」
は
、『
孫
子
』
軍
形
篇
に
、「
是
の
故
に
勝
兵
は
先
づ

勝
ち
て
、
而
る
後
に
戰
ひ
を
求
む
。
敗
兵
は
先
づ
戰
ひ
て
、
而
る
後
に

勝
を
求
む
（
是
故
勝
兵
先
勝
、
而
後
求
戰
。
敗
兵
先
戰
、
而
後
求
勝
）」
と
あ

る
よ
う
に
、『
孫
子
』
を
典
據
と
す
る
。『
淮
南
子
』
は
、
儒
家
の
軍
事

思
想
を
取
り
込
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
『
孫
子
』
と
融
合
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、『
淮
南
子
』
は
、
ど
の
よ
う
に
『
孫

子
』
を
自
ら
の
軍
事
思
想
の
中
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、
兵
法
の
理
念
化

　
『
淮
南
子
』
は
多
く
の
箇
所
で
『
孫
子
』
あ
る
い
は
『
孫
臏
兵
法
』

を
繼
承
す
る
記
述
を
持
つ
が

（
二
四
）、

そ
れ
ら
の
中
で
も
、
重
視
す
る
も
の
が

「
廟
戰
」
で
あ
る
。
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故
に
①
廟
戰
す
る
者
は
帝
、
②
神
化
す
る
者
は
王
た
り
。
所
謂
る
廟

戰
な
る
者
は
、
天
衟
に
法
る
な
り
。
神
化
な
る
者
は
、
四
時
に
法

る
な
り
。
…
…
凡
そ
用
兵
な
る
者
は
、必
ず
先
づ
自
ら
③
廟
戰
す
。

主 

孰い
づ

れ
か
賢
な
る
。
將 

孰
れ
か
能
な
る
。
民 

孰
れ
か
附
く
。
國 

孰
れ
か
治
ま
る
。
蓄
積 

孰
れ
か
多
き
。
士
卒 

孰
れ
か
精
な
る
。

甲
兵 

孰
れ
か
利
な
る
。
器
備 

孰
れ
か
便
な
る
。
故
に
④
籌
を
廟

堂
の
上
に
運
ら
し
て
、
勝
を
千
里
の
外
に
決
す
る
な
り

（
二
五
）。

　

①
「
廟
戰
」
は
、『
孫
子
』
の
「
廟
算
」
か
ら
、
言
葉
を
變
え
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、「
廟
戰
」
の
③
具
體
的
な
項
目
も
言
葉
を
少
し
變

更
し
て
い
る
が
、『
孫
子
』
の
思
想
で
あ
る
。『
孫
子
』
始
計
篇
に
、「
主 

孰
れ
か
衟
有
る
。
將 

孰
れ
か
能
有
る
。
天
地 
孰
れ
か
得
た
る
。
法
令 

孰
れ
か
行
は
る
。
兵
衆 

孰
れ
か
强
き
。
士
卒 

孰
れ
か
練
れ
る
。
賞
罰 

孰
れ
か
明
ら
か
な
る
」
と
。
吾 

此
を
以
て
勝
負
を
知
る
。
…
…
夫
れ

未
だ
戰
は
ず
し
て
廟
算
し
て
勝
つ
者
は
、
算
を
得
る
こ
と
多
き
な
り
。

未
だ
戰
は
ず
し
て
廟
算
し
て
勝
た
ざ
る
者
は
、
算
を
得
る
こ
と
少
な
き

な
り
」
と
あ
る
よ
う
に

（
二
六
）、

こ
こ
で
は
、
ほ
ぼ
『
孫
子
』
の
記
述
を
踏
襲

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
廟
戰
を
有
效
に
行
っ
た
經
過
と
し
て
、
記
さ
れ
て

い
る
④
は
、
前
漢
の
功
臣
で
あ
る
張
良
（
子
房
）
へ
の
評
價
で
あ
る

（
二
七
）。

前
漢
の
宗
室
で
あ
る
淮
南
王
の
劉
安
が
編
纂
し
た
『
淮
南
子
』
が
、
劉

邦
か
ら
張
良
へ
の
評
價
を
記
す
の
で
あ
る
か
ら
、『
淮
南
子
』
は
『
孫

子
』
始
計
篇
の
「
廟
算
」
の
思
想
を
き
わ
め
て
重
視
し
て
い
る
と
考
え

て
よ
い
。『
淮
南
子
』
は
、『
荀
子
』
な
ど
儒
家
の
軍
事
思
想
を
取
り
込

ん
で
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
中
心
に
は
『
孫
子
』
を
置
い
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
。

　

た
だ
し
、『
淮
南
子
』
は
、
こ
の
「
廟
戰
」
と
共
に
②
「
神
化
」
と

い
う
槪
念
を
竝
列
し
て
重
視
し
て
い
る

（
二
八
）。

そ
こ
に
は
、『
孫
子
』
も
そ

の
根
底
に
置
い
て
い
た
『
老
子
』
の
思
想
が
あ
る
。『
淮
南
子
』
は
『
老

子
』
の
尊
重
す
る
「
衟
」
を
次
の
よ
う
に
勝
敗
の
原
因
と
し
て
考
え
て

い
る
。兵

①
衟
を
失
へ
ば
而す

な
は

ち
弱
く
、
衟
を
得
れ
ば
而
ち
强
し
。
將 

衟

を
失
へ
ば
而
ち
拙
く
、
衟
を
得
れ
ば
而
ち
工た

く
み

な
り
。
國 

衟
を
得

れ
ば
而
ち
存
し
、
衟
を
失
は
ば
而
ち
亡ほ

ろ

ぶ
。
所
謂
る
衟
な
る
者

は
、
圓
を
體
し
て
方
に
法
り
、
陰
を
背
に
し
て
陽
を
抱
き
、
柔
を

左
に
し
て
剛
を
右
に
し
、
幽
を
履
ん
で
明
を
戴
く
。
變
化
し
て
常

無
く
、
一
の
原
を
得
て
、
以
て
無
方
に
應
ず
、
是
を
②
神
明
と
謂

ふ
。
…
…
凡
そ
物
に
朕き

ざ
し

有
り
、
唯
だ
③
衟
の
み
朕
無
し
。
朕
無
き

所
以
の
者
は
、
其
の
常
な
る
形
勢
無
き
を
以
て
な
り
。
輪
轉
し
て

窮
り
無
き
こ
と
、
日
月
の
運
行
に
𧰼に

た
り
。
春
秋
の
代
謝
有
る
が

若
く
、
日
月
の
晝
夜
有
る
が
若
く
、
終
は
り
て
復
た
始
ま
り
、
明
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ら
か
に
し
て
復
た
晦
く
、
能
く
其
の
紀
を
得
る
こ
と
莫
し
。
刑か

た
ちを

制
し
て
刑
無
し
、
故
に
功 

成
る
可
し
。
物
を
物
と
し
て
物
と
せ

ら
れ
ず
、
故
に
勝
ち
て
屈
せ
ず
。
④
兵
に
刑
す
る
の
極
た
る
や
、

刑
無
き
に
至
り
て
、
之
を
極
む
と
謂
ふ
可
し
。
是
の
故
に
大
兵
は

創き
ず

つ
く
無
く
、
鬼
神
と
通
ず
。
五
兵
は
厲と

が
ざ
る
に
、
天
下 

之

に
敢
て
當
た
る
こ
と
莫
し

（
二
九
）。

　
『
淮
南
子
』
は
、
兵
は
①
衟
を
失
え
ば
弱
く
、
衟
を
得
れ
ば
强
い
、

そ
れ
は
將
軍
も
國
家
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
衟
と
は
、
一
で
あ
る
根

源
を
體
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
、
事
𧰼
に
對
應
す
る
。
そ
う
し
た
衟
の

働
き
を
②
「
神
明
」
と
呼
ぶ
。
前
述
し
た
「
廟
戰
」
の
部
分
で
は
、「
廟

戰
」
と
共
に
「
神
化
」
を
重
視
し
て
い
た
。「
廟
戰
」
が
「
衟
」
の
働

き
で
あ
る
「
天
衟
」
に
則
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
神
化
」
も
「
衟
」
の

働
き
で
あ
る
「
四
時
」
に
則
っ
て
い
る
。「
神
化
」
は
「
衟
」
の
働
き

を
受
け
て
萬
物
を
育
む
と
の
意
で
あ
ろ
う
が
、「
衟
」
の
働
き
の
重
要

性
の
表
現
の
一
つ
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
「
衟
」
を
「
廟
戰
」

と
竝
列
し
て
重
視
す
る
こ
と
が
、『
淮
南
子
』
の
軍
事
思
想
の
特
徵
で

あ
る
。

　
「
衟
」
に
は
③
兆
し
が
な
い
。
そ
れ
は
「
衟
」
に
「
常
な
る
形
勢
」

が
無
い
こ
と
に
よ
る
。『
孫
子
』
始
計
篇
に
お
い
て
兵
の
「
勢
」
を
論

ず
る
部
分
に
、「
兵
に
常
勢
無
き
は
、
水
に
常
形
無
き
が
ご
と
し
（
兵

無
常
勢
、
水
無
常
形
）」
と
い
う
魏
武
註
が
あ
る
。
曹
操
の
理
解
で
は
、

「
衟
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
兵
」
も
ま
た
「
常
勢
無
き
」
も
の
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
淮
南
子
』
も
ま
た
、
④
兵
は
、「
刑
無
き
」
も

の
、
す
な
わ
ち
無
形
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
極
み
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

こ
れ
は
、『
孫
子
』
虛
實
篇
に
、「
兵
を
形
あ
ら
し
む
る
の
極
は
、
無
形

に
至
る
。
無
形
な
れ
ば
則
ち
深
閒
も
窺
ふ
能
は
ず
、
智
者
も
謀
る
能
は

ず
（
故
形
兵
之
極
、
至
於
無
形
。
無
形
則
深
閒
不
能
窺
、
智
者
不
能
謀
）」
と

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、『
淮
南
子
』
は
、
軍
の

形
を
現
す
こ
と
の
極
致
は
無
形
に
あ
り
、
そ
の
實
現
は
衟
の
働
き
に
よ

る
と
『
孫
子
』
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
無
形
」
で
あ

る
「
衟
」
こ
そ
が

（
三
〇
）、戰

い
の
勝
敗
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
『
淮
南
子
』
は
、
兵
法
の
根
底
を
「
衟
」
に
置
く
。

神
は
①
天
よ
り
も
貴
き
は
莫
く
、
勢
は
①
地
よ
り
も
便
な
る
は
莫

く
、
動
は
①
時
よ
り
も
急
な
る
は
莫
く
、
用
は
①
人
よ
り
も
利
な
る

は
莫
し
。
凡
そ
此
の
四
者
は
、
兵
の
幹
植
な
り
。
然
れ
ど
も
必
ず

②
衟
を
待
ち
て
後 

行
ひ
て
、
一
用
す
可
き
な
り
。
夫
れ
地
の
利
は

天
の
時
に
勝
ち
、
巧
擧
は
地
の
利
に
勝
ち
、
勢
は
人
に
勝
つ
。
故

に
天
に
任
ず
る
者
は
迷
は
す
可
き
な
り
、
地
に
任
ず
る
者
は
束
ぬ

可
き
な
り
、
時
に
任
ず
る
者
は
迫
る
可
き
な
り
、
人
に
任
ず
る
者

は
惑
は
す
可
き
な
り
。
夫
れ
仁
・
勈
・
信
・
廉
は
、
人
の
美
才
な
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り
。
然
れ
ど
も
勈
な
る
者
は
誘
ふ
可
き
な
り
、
仁
な
る
者
は
奪
ふ

可
き
な
り
、
信
な
る
者
は
欺
き
易
き
な
り
、
廉
な
る
者
は
謀
り
易

き
な
り
。
衆
に
將
た
る
者
は
一
も
見あ

ら
は

す
有
ら
ば
、
則
ち
人
に
禽

と
せ
ら
る
。
此
に
由
り
て
之
を
觀
れ
ば
、
則
ち
③
兵
は
衟
の
理
を

以
て
勝
を
制
し
て
、
人
才
の
賢
な
る
を
以
て
せ
ざ
る
こ
と
、
亦
た

自
づ
か
ら
明
ら
か
な
り

（
三
一
）。

　
『
淮
南
子
』
は
こ
の
よ
う
に
、
①
天
の
時
・
地
の
利
・
時
・
人
の
四

者
を
用
兵
の
根
幹
と
捉
え
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
②
「
衟
」
の
働

き
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
成
立
で
き
る
と
す
る
。
そ
の
論
證
の
後
に
、

そ
し
て
、「
仁
・
勈
・
信
・
廉
」
と
い
う
儒
家
な
ど
の
尊
重
す
る
人
の

優
れ
た
才
能
も
、
そ
れ
ぞ
れ
弱
點
が
あ
る
た
め
、
③
戰
爭
は
「
衟
」
の

理
、
す
な
わ
ち
前
揭
の
議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
無
形
で
あ
る
こ
と
に
よ
り

勝
利
を
收
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
人
の
才
が
賢
で
あ
る
こ
と
で
勝
つ
譯

で
は
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
『
孫
子
』
も
、
軍
が
「
無
形
」
で
あ
る
こ
と
は
尊
重
す

る
。
だ
が
、
軍
を
「
無
形
」
に
す
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
も
將
な
ど
の

「
人
」
の
軍
才
で
あ
っ
た

（
三
二
）。
こ
れ
に
對
し
て
、『
淮
南
子
』
は
、
そ
う
し

た
「
人
」
の
資
質
で
は
な
く
、「
衟
」
こ
そ
が
戰
爭
を
勝
利
に
導
く
と

す
る
。
理
念
と
し
て
は
首
肯
し
得
る
と
し
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
現
實
の

戰
い
を
勝
利
に
導
き
得
る
と
は
考
え
難
い
。

　
「
禮
」
に
よ
り
戰
爭
に
勝
利
で
き
る
『
荀
子
』
と
同
樣
、「
衟
」
に
よ

り
戰
爭
に
勝
利
で
き
る
と
い
う
『
淮
南
子
』
の
說
に
は
、
兵
法
の
理
念

化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
荀
子
』
議
兵
篇
は
、『
孫
子
』
の
兵
法
を
否
定
し
て
、「
王
者
の
兵
」

の
優
越
を
主
張
し
た
。
王
者
の
兵
は
、
王
者
の
「
禮
」
に
よ
る
統
治
に

よ
り
實
現
す
る
。
國
家
が
禮
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
る
か
否
か
に
こ

そ
、
兵
の
强
さ
の
根
本
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
王
者
は
無
敵
で

あ
り
、
そ
の
戰
い
は
「
誅
」
で
あ
る
と
い
う
『
荀
子
』
の
軍
事
思
想

は
、
具
體
性
が
失
わ
れ
、
理
念
化
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、『
淮
南
子
』
兵
略
訓
は
、
儒
家
の
軍
事
思
想
を
自
說
に
取
り

入
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
己
の
軍
事
思
想
の
中
核
に
置
く
『
孫
子
』
と

融
合
し
よ
う
と
試
み
る
。
た
だ
し
、『
淮
南
子
』
は
、『
孫
子
』
も
そ
の

根
底
に
置
く
『
老
子
』
の
思
想
を
軍
事
思
想
と
し
て
も
重
要
視
す
る
。

そ
し
て
、『
老
子
』
の
說
く
「
無
形
」
と
し
て
の
「
衟
」
こ
そ
、
戰
爭

の
勝
敗
を
定
め
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
戰
爭
に
勝
つ

た
め
に
は
、
人
の
才
能
で
は
な
く
「
衟
」
が
必
要
で
あ
る
と
『
淮
南

子
』
が
說
く
と
き
、『
荀
子
』
の
「
禮
」
と
同
樣
な
兵
法
の
理
念
化
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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『
荀
子
』
は
「
禮
」、『
淮
南
子
』
は
「
衟
」
と
い
う
、
自
己
の
主
張

の
中
核
を
軍
事
思
想
の
頂
點
に
も
置
く
。
そ
の
結
果
、
兩
者
が
語
る
軍

事
思
想
か
ら
具
體
性
は
消
え
、
軍
事
を
他
の
政
策
に
變
え
た
と
し
て

も
、「
禮
」
や
「
衟
」
を
頂
點
と
す
る
こ
と
は
變
わ
ら
な
い
ほ
ど
の
理

念
化
が
進
展
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
軍
事
は
、
儒
家
と
衟
家
の
議
論
の

中
核
で
は
な
い
。
前
漢
後
半
の
劉
向
が
「
七
略
」
を
編
纂
し
た
際

（
三
三
）、

兵

書
に
つ
い
て
步
兵
校
尉
の
任
尙
に
一
任
し
た
の
は

（
三
四
）、

數
術
（
占
卜
）
を

太
史
令
の
尹
咸
、
方
技
（
醫
藥
）
を
侍
醫
の
李
柱
國
に
擔
當
さ
せ
た
よ

う
に
、
戰
爭
の
技
術
が
專
門
家
に
占
有
さ
れ
、
儒
者
の
關
心
か
ら
外
れ

て
い
た
こ
と
を
𧰼
徵
し
よ
う
。
そ
の
の
ち
に
成
立
す
る
後
漢
「
儒
敎
國

家
」
に
お
い
て
、
理
念
化
し
て
い
た
軍
事
思
想
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

《
註
》

（
一
）　

渡
邉
義
澔
「『
墨
子
』
の
非
攻
と
『
孟
子
』
の
義
戰
」（『RILA

S 
JO

U
RN

A
L

』
一
〇
、
二
〇
二
二
年
）
を
參
照
。

（
二
）　

渡
邉
義
澔
「
曹
操
の
軍
事
思
想
─
─
魏
武
註
『
孫
子
』
を
中
心
と
し

て
─
─
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
近
刋
）
を
參
照
。

（
三
）　

渡
邉
義
澔
「
吳
起
・
孫
臏
の
兵
法
と
儒
家
」（『
東
洋
硏
究
』
近
刋
）

を
參
照
。

（
四
）　

金
谷
治
「「
荀
子
」
の
文
獻
學
的
硏
究
」（『
日
本
學
士
院
紀
要
』
九

―
一
、
一
九
五
一
年
、『
金
谷
治
中
國
思
想
論
集
』
中
卷 

儒
家
思
想
と

衟
家
思
想
、
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七
年
に
所
收
）。
な
お
、
議
兵
篇

の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
廖
名
春
「
荀
子
議
兵
時
閒
」（『
管
子
學

刋
』
一
九
九
三
─
四
、
一
九
九
三
年
）、
任
乃
宏
「
荀
子
行
年
新
考
─

以
《
議
兵
》
時
閒
爲
標
尺
」（『
臨
沂
大
學
學
報
』
三
九
─
二
、
二
〇
一

七
年
）
が
あ
る
。

（
五
）　

池
田
知
久
「
淮
南
子
の
成
立

―
史
記
と
漢
書
の
檢
討

―
」（『
東

方
學
』
五
九
、
一
九
八
〇
年
、『
衟
家
思
想
の
新
硏
究

―
『
莊
子
』

を
中
心
と
し
て

―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
に
所
收
）
を
參
照
。

な
お
、
中
國
の
硏
究
に
つ
い
て
は
、
馬
慶
州
「
六
十
年
來
《
淮
南
子
》

硏
究
的
囘
顧
與
反
思
」（『
文
學
遺
產
』
二
〇
一
〇
─
六
、
二
〇
一
〇

年
）、
孫
天
牧
「
囘
顧
與
展
望

―
民
國
以
來
《
淮
南
子
》
硏
究
引
論

―
」（『
安
徽
理
工
大
學
學
報
』
社
會
科
學
版
一
九
─
三
、
二
〇
一
七

年
）
を
參
照
。

（
六
）　

臨
武
君
與
孫
卿
子
、
議
兵
於
趙
孝
成
王
前
。
王
曰
、
請
問
兵
要
。
臨

武
君
對
曰
、
①
上
得
天
時
、
下
得
地
利
、
觀
敵
之
變
動
、
②
後
之
發
、
先

之
至
、
此
用
兵
之
要
術
也
。
孫
卿
子
曰
、
不
然
。
臣
所
聞
古
之
衟
、
凡

③
用
兵
・
攻
戰
之
本
、
在
乎
壹
民
。
弓
矢
不
調
、
則
羿
不
能
以
中
微
。

六
馬
不
和
、
則
造
父
不
能
以
致
遠
。
④
士
民
不

附
、
則
湯
・
武
不
能

以
必
勝
也
。
故
善
附
民
者
、
是
乃
善
用
兵
者
也
。
故
⑤
兵
要
在
乎
善
附

民
而
已
（『
荀
子
』
議
兵
篇
）。
な
お
『
荀
子
』
は
、
王
先
謙
『
荀
子
集

解
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）
を
底
本
と
し
た
。
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（
七
）　
『
荀
子
』
が
民
を
一
に
す
る
こ
と
を
尊
重
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

劉
玉
民
・
劉
昌
毅
「
論
荀
子
的
“
一
民
”
軍
事
思
想
」（『
孔
子
硏
究
』

一
九
九
四
─
一
、
一
九
九
四
年
）
を
參
照
。

（
八
）　

子
貢
問
政
。
子
曰
、
足
⻝
、
足
兵
、
使
民
信
之
矣
。
子
貢
曰
、
必
不

得
已
而
去
、
於
斯
三
者
何
先
。
曰
、
去
兵
。
曰
、
必
不
得
已
而
去
、
於

斯
二
者
何
先
。
曰
、
去
⻝
。
自
古
皆
有
死
、
民
不
信
不
立
（『
論
語
集

解
』
顏
淵
篇
）。
な
お
、
集
解
は
省
略
し
、
渡
邉
義
澔
（
主
編
）『
論
語

集
解
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
の
底
本
に
從
っ
た
。

（
九
）　
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
下
に
、「
天
の
時
は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地
の

利
は
人
の
和
に
如
か
ず
（
天
時
不
如
地
利
、
地
利
不
如
人
和
）」
と
あ

る
。『
孟
子
』
も
ま
た
、『
孫
子
』
が
尊
重
す
る
天
の
時
、
地
の
利
よ

り
も
、「
人
の
和
」
を
尊
重
し
て
い
る
。
な
お
、『
孟
子
』
と
『
荀
子
』

の
軍
事
思
想
の
近
接
性
に
つ
い
て
は
、
楊
梅
文
「
湯
武
放
伐
與
王
灞
之

辯

―
從
《
荀
子
・
議
兵
》
看
孟
荀
思
想
的
相
似
性

―
」（『
哲
學
硏

究
』
二
〇
一
四
─
一
〇
、
二
〇
一
四
年
）
を
參
照
。

（
一〇）　

臨
武
君
曰
、
不
然
。
兵
之
所
貴
者
①
埶
利
也
。
所
行
者
②
變
詐
也
。

善
用
兵
者
、
感
忽
悠
闇
、
莫
知
其
所
從
出
。
孫
・
吳
用
之
、
無
敵
於

天
下
。
豈
必
待
附
民
哉
。
孫
卿
子
曰
、
不
然
。
臣
之
所
衟
、
③
仁
者
之

兵
、
王
者
之
志
也
。
君
之
所
貴
、
權
謀
・
埶
利
也
。
所
行
、
攻
奪
。
變

詐
也
。
諸
侯
之
事
也
。
④
仁
人
之
兵
、不
可
詐
也
（『
荀
子
』
議
兵
篇
）。

（
一一）　
『
荀
子
』
が
正
義
の
兵
を
主
張
し
、『
孫
子
』
の
詭
衟
を
批
判
し
た
こ

と
は
、
孟
祥
才
「
從
《
議
兵
篇
》
考
量
荀
子
的
軍
事
思
想
」（『
孫
子
硏

究
』
二
六
、
二
〇
二
〇
年
）
を
參
照
。

（
一二）　

且
仁
人
之
用
十
里
之
國
、
則
將
有
百
里
之
①
聽
。
用
百
里
之
國
、
則

將
有
千
里
之
聽
。
用
千
里
之
國
、
則
將
有
四
海
之
聽
。
必
將
聰
明
警

戒
、
②
和
（
傳
）〔
傅
〕
而
一
。
故
仁
人
之
兵
、
聚
則
成
卒
、
散
則
成

列
。
延
則
若
莫
邪
之
長
刄
、
嬰
之
者
斷
。
兌
則
若
莫
邪
之
利
鋒
、
當
之

者
潰
。
…
…
③
詩
曰
、
武
王
載
發
、
有
虔
秉
鉞
。
如
火
烈
烈
、
則
莫
我

敢
遏
。
此
之
謂
也
。
…
…
（『
荀
子
』
議
兵
篇
）。
な
お
、
王
先
謙
の
集

解
に
よ
り
、「
傳
」
を
「
傅
」
に
改
め
た
。

（
一三）　
『
荀
子
』
議
兵
篇
と
『
孫
子
』
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
椛
島
雅
弘

「『
荀
子
』
議
兵
篇
に
見
え
る
兵
家
批
判
と
「
謀
」

―
儒
家
思
想
と
兵

家
思
想

―
」（『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』
三
七
、
二
〇
一
六

年
）、
吳
秋
紅
「《
孫
子
兵
法
》
與
《
荀
子
・
議
兵
篇
》
之
比
較
」（『
武

漢
理
工
大
學
學
報
』
社
會
科
學
版
一
五
─
四
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
も

參
照
。

（
一四）　

孝
成
王
・
臨
武
君
曰
、
善
。
請
問
、
王
者
之
兵
、
設
何
衟
・
何
行
而

可
。
孫
卿
子
曰
、
凡
在
大
王
、
①
將
率
末
事
也
。
臣
請
、
遂
衟
王
者
・

諸
侯
彊
弱
・
存
亡
之
効
、
安
危
之
埶
。
君
賢
者
其
國
治
、
君
不
能
者
其

國
亂
。
②
隆
禮
貴
義
者
其
國
治
、

禮
賤
義
者
其
國
亂
。
治
者
强
、
亂

者
弱
。
是
强
弱
之
本
也
。
③
上
足
卬
則
下
可
用
也
、
上
不
卬
則
下
不
可

用
也
。
下
可
用
則
强
、
下
不
可
用
則
弱
。
是
强
弱
之
常
也
（『
荀
子
』

議
兵
篇
）。

（
一五）　

黃
朴
民
「
荀
子
軍
事
思
想

述
」（『
邯
鄲
學
院
學
報
』
二
三
─
四
、

二
〇
一
三
年
）
は
、『
荀
子
』
の
軍
事
思
想
の
特
徵
と
し
て
、
義
戰
と

民
本
主
義
と
禮
に
よ
る
治
軍
を
竝
立
し
て
擧
げ
て
い
る
。
ま
た
、
趙
國
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華
「
荀
子
軍
事
理
論
述
略
」（『
邯
鄲
學
院
學
報
』
二
三
─
一
、
二
〇
一

三
年
）
も
參
照
。

（
一六）　

故
①
齊
之
技
擊
、
不
可
以
遇
魏
氏
之
武
卒
。
魏
氏
之
武
卒
、
不
可
以

遇
秦
之
銳
士
。
②
秦
之
銳
士
、
不
可
以
當
桓
・
文
之
節
制
。
③
桓
・
文
之

節
制
、
不
可
以
敵
湯
・
武
之
仁
義
。
…
…
故
王
者
之
兵
不
試
。
湯
・
武

之
誅
桀
・
紂
也
、
拱
挹
指
麾
、
而
彊
暴
之
國
莫
不
趨
使
、
誅
桀
・
紂
若

誅
獨
夫
。
故
④
泰
誓
曰
、
獨
夫
紂
。
此
之
謂
也
（『
荀
子
』
議
兵
篇
）。

（
一七）　
『
孟
子
』
梁
惠
王
章
句
下
に
、「
仁
を
賊そ
こ
な

ふ
者 

之
を
賊
と
謂
ひ
、
義

を
賊
ふ
者 

之
を
殘
と
謂
ふ
、
殘
賊
の
人 

之
を
一
夫
と
謂
ふ
。
一
夫
の

紂
を
誅
せ
る
を
聞
け
る
も
、
未
だ
君
を
弑
せ
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
（
賊

仁
者
謂
之
賊
、
賊
義
者
謂
之
殘
、
殘
賊
之
人
謂
之
一
夫
。
聞
誅
一
夫
紂

矣
、
未
聞
弑
君
也
）」
と
あ
る
。

（
一八）　

凡
誅
、
非
誅
其
百
姓
也
、
①
誅
其
亂
百
姓
者
也
。
…
…
故
②
近
者
歌
謳

而
樂
之
、
遠
者
竭
蹙
而
趨
之
、
無
幽
閒
辟
陋
之
國
、
莫
不
趨
使
而
安
樂

之
、
四
海
之
內
若
一
家
、
通
逹
之
属
莫
不
從
服
。
夫
是
之
謂
人
師
。

③
詩
曰
、
自
西
自
東
、
自
南
自
北
、
無
思
不
服
。
此
之
謂
也
（『
荀
子
』

議
兵
篇
）。

（
一九）　
①
禮
者
、
治
辨
之
極
也
、
强
固
之
本
也
、
威
行
之
衟
也
、
功
名
之
總

也
。
王
公
由
之
所
以
得
天
下
也
。
不
由
所
以
隕
社
稷
也
。
②
故
堅
甲
・

利
兵
不
足
以
爲
勝
、
高
城
・
深
池
不
足
以
爲
固
、
嚴
令
・
繁
刑
不
足
以

爲
威
。
由
其
衟
則
行
、
不
由
其
衟
則
廢
。
…
…
古
之
兵
、
戈
矛
・
弓
矢

而
已
矣
。
然
而
敵
國
不
待
試
而
詘
。
城
郭
不
辨
、
溝
池
不
抇
、
固
塞
不

樹
、
⺇
變
不
張
。
然
而
國
晏
然
不
畏
外
而
固
者
、
無
它
故
焉
。
③
明
衟

而
鈞
分
之
、
時
使
而
誠
愛
之
、
下
之
和
上
也
如
影
響
（『
荀
子
』
議
兵

篇
）。

（
二〇）　

兵
之
所
由
來
者
遠
矣
。
黃
帝
嘗
與
炎
帝
戰
矣
、
顓
頊
嘗
與
共
工
爭

矣
。
故
黃
帝
戰
於
涿
鹿
之
野
、
尭
戰
於
丹
水
之
浦
、
舜
伐
有
苗
、
啓
攻

有
扈
。
①
自
五
帝
而
弗
能
偃
也
、
又
况
衰
世
乎
。
夫
②
兵
者
、
所
以
禁

暴
討
亂
也
。
炎
帝
爲
火
災
、
故
黃
帝
禽
之
。
共
工
爲
水
害
、
故
顓
頊
誅

之
。
敎
之
以
衟
、
導
之
以
德
而
不
聽
、
則
臨
之
以
威
武
。
臨
之
威
武
而

不
從
、
則
制
之
以
兵
革
。
故
③
圣
人
之
用
兵
也
、
若
櫛
髮
耨
苗
、
所
去

者
少
、
而
所
利
者
多
（『
淮
南
子
』
兵
略
訓
）。『
淮
南
子
』
は
、
劉
文

典
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
）
を
底
本
と
し
て
、

古
谷
稔
『
秋
萩
帖
論
考
』（
黑
水
書
房
、
一
九
七
二
年
）
所
收
の
『
淮

南
子
』
兵
略
訓
の
唐
抄
本
を
參
照
し
た
。

（
二一）　

故
①
灞
王
之
兵
、
以
論
慮
之
、
以
策
圖
之
、
以
義
扶
之
。
非
以
亡
存

也
、
將
以
存
亡
也
。
故
聞
敵
國
之
君
、
有
加
虐
於
民
者
、
則
擧
兵
而
臨

其
境
、
責
之
以
不
義
、
刺
之
以
過
行
。
…
…
剋
國
不
乁
其
民
、
廢
其
君

而
易
其
政
。
尊
其
秀
士
而
顯
其
賢
良
、
振
其
孤
寡
、
恤
其
貧
窮
、
出
其

囹
圄
、
賞
其
有
功
。
②
百
姓
開
門
而
待
之
、
淅
米
而
儲
之
、
唯
恐
其
不

來
也
。
此
湯
・
武
之
所
以
致
王
、
而
齊
・
桓
之
所
以
成
灞
也
。
故
君
爲

無
衟
、
民
之
思
兵
也
、
若
旱
而
望
雨
、
渴
而
求
飲
。
夫
有
誰
與
交
兵
接

刄
乎
。
故
③
義
兵
之
至
也
、
至
於
不
戰
而
止
（『
淮
南
子
』
兵
略
訓
）。

（
二二）　
『
淮
南
子
』
の
正
義
に
つ
い
て
は
、
常
晶
「《
淮
南
子
》
戰
爭
理
論
硏

究

―
基
于
《
淮
南
子
・
兵
略
訓
》
的
文
本
分
析

―
」（『
淮
南
師
範

學
院
學
報
』
六
五
、
二
〇
一
一
年
）
を
參
照
。
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（
二三）　
①
兵
之
勝
敗
、
本
在
於
政
。
政
勝
其
民
、
下
附
其
上
、
則
兵
强
矣
。

民
勝
其
政
、
下
畔
其
上
、
則
兵
弱
矣
。
故
德
義
足
以
懷
天
下
之
民
、
事

業
足
以
當
天
下
之
急
、
選
擧
足
以
得
賢
士
之
心
、
謀
慮
足
以
知
强
弱
之

勢
。
此
必
勝
之
本
也
。
…
…
湯
之
地
方
七
十
里
而
王
者
、
修
德
也
。
智

伯
有
千
里
之
地
而
亡
者
、
窮
武
也
。
故
②
千
乘
之
國
、
行
文
德
者
王
。

萬
乘
之
國
、
好
用
兵
者
亡
。
故
③
全
兵
先
勝
而
後
戰
、
敗
兵
先
戰
而
後

求
勝
（『
淮
南
子
』
兵
略
訓
）。

（
二四）　

湯
淺
邦
弘
「
衟
家
的
戰
爭
觀
の
展
開

―
『
淮
南
子
』
兵
略
訓

―
」（『
戰
い
の
神

―
中
國
古
代
兵
學
の
展
開

―
』
硏
文
出
版
、

二
〇
〇
七
年
）
は
、『
淮
南
子
』
兵
略
訓
に
、『
孫
子
』
を
初
め
と
す
る

戰
國
期
の
兵
書
が
引
用
さ
れ
、「
気
」「
勢
」「
權
」「
奇
正
」
な
ど
主
要

な
軍
事
用
語
が
麭
攝
さ
れ
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
谷
中
信
一

「『
淮
南
子
』
の
成
立
に
與
え
た
齊
文
化
の
影
響
に
つ
い
て

―
兵
略
訓

を
中
心
に

―
」（『
日
本
女
子
大
學
紀
要
』
文
學
部
四
〇
、
一
九
九
〇

年
、『
齊
地
の
思
想
文
化
の
展
開
と
古
代
中
國
の
形
成
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
八
年
に
所
收
）
は
、『
孫
子
』『
孫
臏
兵
法
』『
管
子
』
と
『
淮

南
子
』
兵
略
訓
と
の
近
接
性
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
齊
文
化
の
影
響
を
指

定
す
る
。
こ
の
ほ
か
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
が
『
孫
子
』
の
影
響
下
に

あ
る
こ
と
は
、
孟
祥
運
「《
淮
南
子
》
與
《
孫
子
兵
法
》
軍
事
思
想
探

析
」（『
孫
子
硏
究
』
二
四
、
二
〇
一
八
年
）、
張
建
設
「
探
究
制
勝
之

衟
、
揭
示
戰
爭
規
律

―
讀
《
孫
子
兵
法
》
與
《
淮
南
子
・
兵
略
訓
》

―
」（『
孫
子
硏
究
』
二
四
、
二
〇
一
八
年
）、
許
榮
霞
「《
淮
南
子
・

兵
略
訓
》
對
《
孫
子
兵
法
》
兵
學
思
想
的
繼
承
與
發
展
」（『
濱
州
學
院

學
報
』
三
四
─
五
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
參
照
。

（
二五）　

故
①
廟
戰
者
帝
、
②
神
化
者
王
。
所
謂
廟
戰
者
、
法
天
衟
也
。
神
化

者
、
法
四
時
也
。
…
…
凡
用
兵
者
、
必
先
自
③
廟
戰
。
主
孰
賢
。
將
孰

能
。
民
孰
附
。
國
孰
治
。
蓄
積
孰
多
。
士
卒
孰
精
。
甲
兵
孰
利
。
器
備

孰
便
。
故
④
運
籌
於
廟
堂
之
上
、
而
決
勝
乎
千
里
之
外
矣
（『
淮
南
子
』

兵
略
訓
）。

（
二六）　

主
孰
有
衟
。
將
孰
有
能
。
天
地
孰
得
。
法
令
孰
行
。
兵
衆
孰
强
。
士

卒
孰
練
。
賞
罰
孰
明
。
吾
以
此
知
勝
負
矣
。
…
…
夫
未
戰
而
廟
算
勝

者
、
得
算
多
也
。
未
戰
而
廟
算
不
勝
者
、
得
算
少
也
（『
孫
子
』
始
計

篇
）。

（
二七）　
『
史
記
』
卷
八 

高
祖
本
紀
に
、「
夫
れ
籌
策
を
帷
帳
の
中
に
運
ら
し

て
、
勝
を
千
里
の
外
に
決
す
る
は
、
吾 

子
房
に
如
か
ず
（
夫
運
籌
策

帷
帳
之
中
、
決
勝
於
千
里
之
外
、
吾
不
如
子
房
）」
と
あ
る
。

（
二八）　

神
化
に
つ
い
て
は
、『
尉
繚
子
』
治
本
篇
に
、「
太
上
は
神
化
す
、
其

の
次
は
物
に
因
る
、
其
の
下
は
無
民
の
時
を
奪
ふ
無
く
、
民
の
財
を
損

な
ふ
無
き
に
在
り
（
太
上
神
化
、
其
次
因
物
、
其
下
在
於
無
奪
民
時
、

無
損
民
財
）」
と
あ
る
。

（
二九）　

兵
①
失
衟
而
弱
、
得
衟
而
强
。
將
失
衟
而
拙
、
得
衟
而
工
。
國
得
衟

而
存
、
失
衟
而
亡
。
所
謂
衟
者
、
體
圓
而
法
方
、
背
陰
而
抱
陽
、
左
柔

而
右
剛
、
履
幽
而
戴
明
。
變
化
無
常
、
得
一
之
原
、
以
應
無
方
、
是
謂

②
神
明
。
…
…
凡
物
有
朕
、
唯
③
衟
無
朕
。
所
以
無
朕
者
、
以
其
無
常
形

勢
也
。
輪
轉
而
無
窮
、
𧰼
日
月
之
運
行
。
若
春
秋
有
代
謝
、
若
日
月
有

晝
夜
、
終
而
復
始
、
明
而
復
晦
、
莫
能
得
其
紀
。
制
刑
而
無
刑
、
故
功
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可
成
。
物
物
而
不
物
、
故
勝
而
不
屈
。
④
刑
兵
之
極
也
、
至
於
無
刑
、

可
謂
極
之
矣
。
是
故
大
兵
無
創
、
與
鬼
神
通
。
五
兵
不
厲
、
天
下
莫
之

敢
當
（『
淮
南
子
』
兵
略
訓
）。

（
三〇）　

同
じ
く
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
に
、「
衟
を
貴
ぶ
所
の
者
は
、
其
の
無

形
な
る
を
貴
ぶ
な
り
。
無
形
な
れ
ば
則
ち
制
迫
す
可
か
ら
ず
、
度
量
す

可
か
ら
ず
、
巧
詐
す
可
か
ら
ず
、
規
慮
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
（
所
貴
衟

者
、
貴
其
無
形
也
。
無
形
則
不
可
制
迫
也
、
不
可
度
量
也
、
不
可
巧
詐

也
、
不
可
規
慮
也
）」
と
あ
り
、
衟
は
無
形
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
尊
重

さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
三一）　

神
莫
貴
於
①
天
、
勢
莫
便
於
①
地
、
動
莫
急
於
①
時
、
用
莫
利
於
①
人
。

凡
此
四
者
、
兵
之
幹
植
也
。
然
必
②
待
衟
而
後
行
、
可
一
用
也
。
夫
地

利
勝
天
時
、
巧
擧
勝
地
利
、
勢
勝
人
。
故
任
天
者
可
迷
也
、
任
地
者
可

束
也
、
任
時
者
可
迫
也
、
任
人
者
可
惑
也
。
夫
仁
勈
信
廉
、
人
之
美
才

也
。
然
勈
者
可
誘
也
、
仁
者
可
奪
也
、
信
者
易
欺
也
、
廉
者
易
謀
也
。

將
衆
者
有
一
見
焉
、
則
爲
人
禽
矣
。
由
此
觀
之
、
則
③
兵
以
衟
理
制
勝
、

而
不
以
人
才
之
賢
、
亦
自
明
矣
（『
淮
南
子
』
兵
略
訓
）。

（
三二）　

も
ち
ろ
ん
、『
淮
南
子
』
に
も
、「
將
」
に
つ
い
て
の
議
論
は
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
旭
「《
淮
南
子
》“
將
”
論
析
議

―
與
《
孫

子
兵
法
》《
孫
臏
兵
法
》
的
思
想
比
較

―
」（『
南
昌
航
空
大
學
學
報
』

社
會
科
學
版
一
七
─
一
、
二
〇
一
五
年
）
を
參
照
。

（
三三）　

湯
淺
邦
弘
「
漢
代
に
於
け
る
「
武
」
の
位
置

―
『
說
苑
』
指
武
篇

―
」（『
戰
い
の
神

―
中
國
古
代
兵
學
の
展
開

―
』
前
揭
）
に
よ

れ
ば
、
劉
向
が
編
纂
し
た
『
說
苑
』
指
武
篇
は
、『
孫
子
』
以
來
の
兵

學
思
想
を
繼
承
し
、『
司
馬
法
』
の
よ
う
な
「
文
武
」
倂
用
の
立
場
が

鮮
明
で
あ
る
、
と
い
う
。

（
三四）　
『
漢
書
』
藝
文
志
の
兵
書
略
に
つ
い
て
は
、
王
震
「《
漢
書
・
藝
文

志
》
兵
形
勢
考
」（『
文
史
哲
』
三
七
九
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
を
參
照
。

　
︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀『
荀
子
』
議
兵
篇
、『
淮
南
子
』
兵
略
訓
、
兵
法
の
理
念
化




